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第 和え 課 


ここ ろ が ま 


新入 社員 の 心構え 


新入 社員 は 、 学校 を 卒業 し た ば か り の 人 が ほとん ど で す 。 仕事 や ビジ ネス 業 具 

に 対し て 右 も 左 も 分 か ら な い 、 いわ ゆる 「 特 会 人 初心 者 」 な の で す 。 新 入社 員 と 

し て の 意識 や 心 構え を 高く 持つ か どう か で 、 人 社 後 の 働き は 大 きく 変化 する で 
し ん に ゅ う 


し ょ う 。 以下 は 、 新 入社 員 が 心構え て お か な けれ ば な ら な い 基 本 的 な 項目 で す 。 

まず 、 み ん な に 明る く 換 す る こと が 大 切 で す 。 換 掃 は コミ ュ ニ ケー ショ ン を 取 
る 基本 的 な 動作 で す の で 、 人 か ら 挨 拶 を され る の を 待つ の で は な く 、 自 分から 元気 
よく 挨拶 を する よう な 心構え を 持つ こ ど だ です ま 。 

そし て 、 遅 刻 は 絶対 に し な い 心 構え が 必要 で す 。 遅刻 を する 者 に 大 事 な 仕事 を 
任せ る こと は で きま せん 。 そ れ は 、 大 事 な 商談 が あっ た 時 に し He し か ね な いと い 
う 考 えま が で き て し まう か ら で す 。 

また 、 人 の 話 を よく 開き まし ょ う 。 こ れ は 新 入 社員 で な く て も 当たり 前 の こと 
で す が 、 人 の 話 を 開く と いう の は た だ 聞け ば いい と いう こと で は あり ませ ん 。 人 
が 話 を し て いる 内 容 を し っ か り と 理解 する と いう こと に も な り ま す 。 た だ 開い て 
いて 次 に 話 を し た 時 に 、 何 も 覚え て いな けれ ば 何 の 意味 も あり ませ ん 。 

その 他 、「 ホ ウレ ン ソ ウ 」 を 徹底 する 心 構え も 大 切 で す 。「 ホ ウレ ン ソ ウ 」 と は 
8 告 ・ 連 絡 ・ 相 談 の こと を 指し ます 。 仕事 に お いて 、 何 か あ っ た 時 に は 上 厨 に 必ず 
報告 を し て 、 その 任 事 に 関係 の ある 部 暫 や 同僚 に 運 絡 を し 、 自 分 で 解 光 が で き な 
喝 合 に は 相談 を する よう に し まし ょ う 。 こ の 「 ホ ウレ ン ツ ウ 」 を 撤 低 する こと 


な か じょう ほう 


に 
で 、 組織 の 中 で 情報 を 共有 し て 取り 組む こと が で きま す 。 
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きい ご Loin St Lk bs 、 、 ひ っ ょ う 
1 後に 、 失敗 を 恐れ ず に 仕事 に 取り 組む 心構え も 必要 で す 。 新入 入社 員 の ミ ス は 
こ ょ う せん ぽい 


司 や 先輩 が フォ ロー を し て くれ ます 。 大 事 な の は 失敗 し な いこ と で は な く 、 失 敗 
を 繰り 返さ な いこ と な の で す 。 


= 


(『 社 員 教 育 ド ッ ト コ ム 』 に より 改 ) 


汐 字 ( 優 名 境 音 ) 声 週 i 週 叉 (中 文 ) 
心構え を (ここ ろ が まえ )④ 思想 准 各 
ビジ ネス ⑪ 商 並 商 邊 : 事 邊 , 工 作 
業界 (ぎょ うか い )⑩⑥ 同行 並 , 同 界 
右 も 左 も 分 か ら な い ( み ぎ も ひだ 
り も わか ら な い ) 
いわ ゅ る ③② ) 所 己 , 一 般 人 江 的 , 常 悦 的 
社会 人 (し ゃ か いじ ん )⑨② 社会 一 論 , 社 会 成 上 
以下 (いか )① 以下 
基本 的 ( き ほ ん て き )⑩ 基本 的 , 基 硫 的 
項目 (こう も く )⑩ 」 項目 : 条 有 目 
動作 (どう さ )① 効 作 
絶対 (ぜったい )⑩ * 副 ・ ナ 形 ] 多 対 , 一 定 
者 (も の )② [名 ] 人 (多用 考 自 悦 或 経 視 的 協 合 ) 
商談 (し ょ うだ ん )⑩ [名 ・ 自 動 3] 商 淡 , 送 麟 , 浴 淡 
当たり 前 (あたり まえ )⑩ [名 ・ ナ 形 ] 理 所 当然 的 , 自 然 的 
波 菜 ;“ 扱 告 、 険 第 、 商 量 ” 的 簡略 
現 法 


和 達 左右 都 分 不 清 ; 仕 全都 不知 道 


ホウ レン ソウ ③ [名 ] 


徹底 (て っ て い )①⑩ [名 ・ 自 他 動 3] | 御旗 , 距 御 始 衝 
指す (さす )① [ 他 動 1」 指 ヵ 指示 : 指 明 , 指 定 
部 署 (な しょ ゃ ① [名 」 工作 賠 位 . 部 「] 
同僚 (どう りょう )⑩ 同 事 


況 字 ( 優 名 大 音 ) 声 周 同性 週 文 (中文 ) 

解決 (か いけ つ )⑨⑩ [名 ・ 自 他 動 3] | 解決 

組織 (そし き )① [名 ・ 他 動 3] 狙 伏 

情報 (じょう ほう )⑩⑥ [名 ] 情 援 信息 
共有 (きょう ゆう )⑩ [名 ・ 他 動 3] 共有 , 共 享 
取り 組む (と りく む )⑧⑩⑥ [自動 1] 努力 , 致 力 , 埋 基 
失敗 (し っ ぱい )⑥ [名 ・ 自 動 3] | 失敗 : 失 退 
恐れ る (お それ る )③ [ 自 他 動 2] 害 司 , 恐 恨 : 担 心 
ミス ① [名 ・ 自 動 3] 失敗 , 午 選 , 失 選 
フォ ロー① [名 ・ 他 動 3] 需 助 ; 忠 障 

繰り 返す (くり か えす )⑨③⑩⑥ [ 他 動 1] 反 偶 , 重 集 


ば か り だ 。 


| の ペコ うこ の に し ここ 
“ 動 た 形 十 ば か り だ "表示 区 作 完 成 后 尚 未 辻 夫 多 藤 時 同意 思 是 “ 剛 剛 ……"。“ー た ば 


か り で "的 形式 用 考 句 中 中 頼 。 修 作 名 叫 時 , 用 “ご た ば か り の 十 名 "的 形式 。 
人 ちょ うど 今 、 食 事 が 終わ っ た ば か り で す 。 < 我 正 好 剛 剛史 完 仮 。) 
人 この 夫 は 昨 目 図書 館 か ら 借り て きた ば か り で 、 ま だ 読ん で いな い 。( 六 本 事 是 昨 
天 了 届 尺 圏 事 備 借 来 的 , 近 没 半 。) 
人 沈 適 買っ た ば か り の 財布 を 盗ま れ て し まっ た 。 ( 我 上 周 軒 天 的 算 包 被 倫 了 。) 


拓 展 | ばかり だ 


“ 動 基本 形 十 ば か り だ "表示 事 砲 朝 着 某 人 方 向 委 展 , 往 往 用 干 不 好 的 協 合 , 意 思 是 “ 越 


人 あの 三 人 の 関係 は 悪く な る ば か り だ 。 ( 那 西 人 的 共 系 急 受 如 化 了 。) 
人 ここ 数 年 、 物価 は 上 が る ば か り で 、 生活 は 少し も 楽に な ら な い 。 (最近 九 年 物 倫 
一 條 効 地 涼 , 生 活 一 点 也 没 談 艇 松 。) 
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2. に 対し て / に 対し て は / に 対す る _ 

“ 小 句 十 の / ナ 形 周二 十 な の / 名 十 こ 対 し て "表示 対 前 項 特 定 航 対象 吉 少 或 行 久 , 来 取 
相 成 的 林 度 或 効 作 行 , 意 思 是 “ 対 ( ギ )… ツ 、“ 向 ……"。 ン に 対し て は ” 用 王 強 通 前 項 , 意 
思 是 “ 対 …… 的 千 ……”。 修 大 名 同時 , 用 “ご に 対す る 十 名 ” 的 形式 。 


へ お 客 さん に 対し て 、 敬語 を 使わ な けれ ば な り ま せん 。 ( 対 客人 必須 使用 敬 午 。) 

人 怖い お じい ちゃ ん も 孫 に 対し て は いつ も 甘い 。 ( 就 算 是 赴 人 敬 長 的 令 令 , 対 自己 的 
取 子 也 是 百 般 完 愛 。) 

人 今回 の 企画 に 対す る ご ど 意見 、 ご 感想 な ど は メー ル で お 送り く だ さい 。( 靖 大 家 通 
対 記 件 疫 送 対 送 次 企 区 的 意 児 以 及 感 想 。) 

NE DORR Tn AR …… 面 

た 8 ダ DA 反 …… ツ 。 

人 人 成 59 率 に 対し て 、 反対 | は 41 京 だ っ た 。 ( 稀 成 票 有 59 票 反対 票 ほ 則 有 41 可 

人 夫 は スポ ー ツ 好き で ある の に 対し て 、 わ た し は 映画 を 見 る の が 好き だ 。 ( 我 丈夫 
表 区 体育 近江, 面 表 介 荻 着 赴 影 。) 

ム 今月 は 売上 げ が 伸び た の に 対し て 、 人 件 費 も 増え た 。 (本 月 的 鎖 貨 額 増 民 了 , 但 人 
只 表 用 他 増 加 了 。 ) 


“名 十 数 量 伺 十 に 対し て ” 入 可以 表示 比例 , 意 思 是 “ 毎 ……”。 

へ 観光 客 10 人 に 対し て ガイ ド が 1 人 つく こと に な っ て いる 。 ( 毎 10 名 洲 客 配 有 1 名 
呈 注 。) 

A 鷺 油 3 に 対し て お 酔 1 の 割合 で 混ぜ て くだ さい 。 ( 短 以 3 対 1 的 比例 閣 次 油 与 酷 
混合 。) 


3 ー こ と だ 
“ 動 基本 形 / 動 な い 形 十 こ と だ "表示 穫 折 人 的 建 双 、 忠 告 或 委 學 的 命 信 等 , 意 思 是 " 記 送 
oasisee うす 就 得 ……"。 
人 仕事 で 成果 を 上 げた けれ ば 、 も っ と まじ め に 頑張 る こと だ 。 ( 要 想 在 工作 上 條 出 
成 針 , 就 友 更 入 真 努力 。) 
人 旅先 で は 危な い 所 に 近づか な いこ と だ 。 ( 旅 途中 不要 健 近 危険 協 所 。) 


拍 展 | こと 
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“ 動 基本 形 / 動 な い 形 十 こと "表示 要求 、 命 人 等 , 意 思 是 “必須 要 ……”。 常 用 手 通知 、 規 
章 制度 等 。 

へ レポ ー ト は 来 適 火曜 日 まで に 提出 する こと 。 〈 下 周二 前 必須 提 交 小 途 文 。) 

へ 廊下 を 走ら な いこ と 。 (不要 在 走 廊 上 春 距 。) 


4. ~ か ね な い 
“ 動 寺 字形 十 か ね な い ” 表 示 上 只 有 某 衝 可 能 性 、 危 陰性 , 只 能 用 隆 池 医 人 対 某 事物 的 負 面 
麺 信 或 凝 断 , 意 思 是 “ 有 可 能 …… ^*“ 況 不定 会 …… Ya 
へ お 酒 を 飲ん で 車 を 運転 する と 、 事故 を 起こ し か ね な い 。 ( 酒 后 衝 年 有 可 能 会 引 肌 
事故 。) 
A 彼 の 性 格 か ら 考 える と 、 そ ん な こと も や りか ね な い 。 (人 他 的 性 格 来 看 的 舌 , 
不定 会 短 那 和 事 的 。) 


ー か ね る 


“ 動 圭 手形 十 か ね る "表示 働 某 事 有 困 人 改 , 或 不可 能 働 某 事 , 意 思 是 “ 共 以 …… ^”、“ 不 能 
ロフ ーー ”, 有 " 即 便 想 人 , 也 没 法 笑 現 "的 含 駐 。 和 名 型 是 比 六 施 重 的 志 面 表 送 , 也 可 用 手 礼 貌 、 委 
克 地 拒 争 別人 的 要求 等 。 
人 その 意見 に は 養成 し か ね ます 。 ( 我 没 法 秩 成 那 不意 見 。) 
人 手当 者 が 礎 在 な の で 、 わた し に は わか りか ね ます が 。 ( 魚 実 人 不在 , 所 以 我 不 太 
清 尊 。) 


Ss. 一 に お いて 


* こ に お いて ” 接 在 表示 時 回 、 協 所 、 状 況 等 的 名 滞 后 面 , 意 思 是 “ 在 ……”. 常 用 手 志 面 
番 。 修 休 名 同時 用 “に お ける 十 名 "的 形式 。 
人 1964 年 の オリ ン ピ ッ ク は 東 京 に お いて 行 われ た 。 1964 年 的 奥 返 会 是 在 夫 京 挙 


的 。) 
人 アメ リカ に お ける 医療 保険 制度 に つい て 論文 を 発 表 し た 。 ( 朋 表 了 ー 篇 有 共 美 
国 医 痢 保 陰 制 度 的 途 文 。) 


“~ に お いて ”^ 乏 可以 表示 在 某 不 領域 、 某 條 方面, 意思 是 “ 甘 手 ……”、“ 在 …… 上 "”"、“ 在 
4 方 面 "。 后 項 多 妨 針 対 某 事物 的 傘 或 是 其 他 事 物 的 比較 “ーー に お いて は "用 竹 強 週 。 


© 


第 本 一 【 元 ) 
人 人 査 生 活 に お いて 大 事 な の は 、 食べ 物 の バラ ンス だ 。 ( 在 信 食 生活 中 旧 常 共 筆 的 


時 食物 的 旨 圧 均衡 。) 
人 この ボー ル ペ ン は 値段 は 高い が 、 使い や すさ に お いて は 、 他 の も の よ り ず っ と い 
( 六 支 彫 珠 箕 量 然 傘 格 足 , 但 比 其 他 的 図 珠 箕 好 用 得 多 。) 


の 
り ひだり 


2 EE 
界 ” 青 示 某 不 行政 、 並 界 ." ビ ジネス 抹 界 " 的 意思 是 " 商 界 "。 疾 似 的 河 近 有 : 


人 系 (金融 界 )、 出版 業界 (出版 界 )、 飲 食 業界 ( 箇 依 行 普 ) 
" 右 も 左 も 分 か ら な い ” 是 慣用 痢 , 原 意 是 指 到 一 人 新 的 地方 , 対 周辺 的 情況 太 不 部 


引 申 妨 対 某 人 人 額 域 完全 不 憧 、 不 熟 蒸 意思 基 “ 仕 色 都 不知 道 "。 美 似 的 表 送 芝 有 “ 西 も 東 も 


分 か ら な い ". 
人 東京 は 初め て な の で 、 ま っ た く 右 も 左 も 分 か り ま せん 。( 因 久 是 第 一 次 来 奈 京 。 


分 不 清 夫 南西 北 つ 
人 まだ 入社 し た ば か り で 、 右 も 左 も 分 か ら な いで す 。 ( 剛 迷 公司 , 近 仕 都 不 憶 。) 


2. 基本 的 な 項目 [ 
的” 是 接尾 過 , 常 接 在 一 上 況 秋 名 叫 的 后 面 , 格 成 ナ 形容 語 。“ 基 本 的 ” 的 意思 是 “ 基 本 


的 "。 美 似 的 近 有 : 
人 科学 的 (科学 的 、 科 学 性 的 ) 、 客 観 前 ( 客 更 的 ) 、 具 体 的 (具体 的 )、 策 


国際 的 (国際 性 的 ) 、 世 界 的 ( 全 世界 的 、 国 際 性 的 ) 


どき きま ーー ソソ 、 9 

a ] 
正人 革 作 ざ う さき 注意 没 字 4 作 ”" 的 送 音 。 人 Mu さく ” 難 “ さ " 際 衝 音 送 。 
YE 作品 (作品 ) 、 作 者 (作者 ) 、 製 作 (制作 ) 、 作 文 (作文 ) 


* さ ”, 作業 (工作 ) 、 作 用 (作用 ) 、 操 作 ( 操 作 )、 作 法 ( 和 札 侯 ) 


これ は 新入 社員 で な く て も 当たり 前 の こと で す が 
当 た り 前 "可以 作 名 週 或 者 ナ 形 容 周 意思 是 “ 当 然 ?、“? 自 然 ” * 記 送 / 等 


a k く で き 
9( 税 概 的 )、 
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人 そん な こと を 言わ れ て 怒る の は 当たり 前 だ 。 ( 被 那 笠 六 。 生 気 是 理 所 当然 的 。) 
人 わた し は た だ 当たり 前 の こと を し た だ け で す 。 < 我 只 是 仙 了 理 所 記 当 的 事情 。) 


5.「 ホ ウレ ン ソ ウ 」 を 徹底 する 
効 同 “ 徹 底 す る "表示 把 某 件 事情 信 得 入 御 底 、 笑 御 。 注 意 基 意 思 不 同 手 況 前 的 “ 物 底 ”。 
<「 ホ ウレ ン ソ ウ 」 を 徹底 する "的 意思 呈 “ 契 抹 * 撮 告 ・ 隊 第 ・ 商 量 ”。 除 了 芝 週 的 用 法 
之 外 , 近 常 以 “ 徹 底 し た "前 形式 作 定 租 , 意 思 是 “ 物 庶 的 ”、“ 物 天 御 尾 的 ”。 
人 徹底 し た 品質 管理 ( 産 格 的 原 量 管理 ) 
人 徹底 し た 社員 教育 ( 御 庶 、 到 位 的 員 工 教育 ) 
男 外 ,* 徹 底 ” 的 后 面 加 上 “的 "可以 格 成 ナ 形 容 周 “徹底 的 "意思 是 "“ 御 庶 的 ”、“ 不 折 不 


人 徹底 的 な 調査 を 始め た 。 ( 墓 始 了 物 庶 前 油 査 .) 
人 失敗 し た 原因 を 徹底 的 に 分 析 す る 。 ( 深 人 研究 失敗 的 原因 。) 


6. 組織 の 中 で 情報 を 共有 し て 取り 組む こと が で きま す 
“取り 組む ” 的 意思 是 “ 致 力 手 ”、“ 埋 基隆 ”, 包 含 “ 久 了 解決 和 外 理 某 條 回 硬 面 去 入 真 研 
究 、 対 待 "的 意思 “取り 組む ” 是 自 硬 週 。 基 前 面前 対象 要 用 “に ” 来 表示 。 
人 山田 先生 は 環境 浩 纏 の 問題 に 取り 組ん で いま す 。 (山田 老人 正 致 力 考 研究 東 境 洛 
染 的 同 題 。) 


人 彼 は 新 商品 の 開発 に 取り 組ん で いる 。 ( 他 正 致 カ 子 新 才 品 的 弁 秋 。) 


7. 新入 社員 の ミス は 上 司 や 先輩 が フォ ロー を し て くれ ます 
“フォ ロビ ロー” 主要 有 西 委 意 思 , 即 “ 考 助 "、“ 協 助 " 或 者 “ 忠 貴 "、“ 追 随 ”。 在 迄 名 活 中 是 第 一 
A 明生 を フォ ロー し ます 。 ( 縛 助 新 員 工 的 工作 。) 
納期 の フォ ロー を お 願い し ます 。( 短 拒 人 嘱 忠 管 理 一 下 交 貸 期 。) 
在 近 由 年 送 起 的 社交 岡 義 中 “フォロワー" 成 妨 了 使用 疾 率 入 高 的 一 介 週 , 其 原 意 是 指 
“追随 者 ”, 現 在 多 指 微 博 中 的 “ 共 注 ”。 


で ん わ 


話 を 掛け る 


の 指示 ) 
EE : 皇 き ん 、 ちょ っ と いい ? 
3 は い 、 何 で し ょ うか 。 
> ちょ う し ん し ょ う ひ ん は ん ば いけ いや く う は し 

, 新 商品 の 販売 契約 の 件 で 、 区 山南 事 の 橋口 さん と も う 一 度 打ち 合わ せ 
を し た いん で 、 来週 、 そ ちら に 行く つも りな ん だ けど 。 ア ポイ ント 取っ 
て くれ る 9? 


王 小 華 , は い 、 わ か り ま し た 。 


で ん わ 
(電話 を 掛け る ) 

は し ぐち る や まし ょ うじ きか く が は し ぐち 

橋口 : は い 、 丸山 商事 企画 部 の 橋口 で ご ざい ます 。 
お うし ょ う か ひ より け し ょ う ひ ん は ん ば い を お う も うぅ 


日 
和 小 華 。 あぁ 、 目 和 和 化 粧 品 販売 部 の 王 と 申し ます 。 い つも お 世 語 に な っ て お り ま す 。 
は し ぐち 


橋 日 , こち ら こ そ 。 
お うし ょ う か う ひ ん は ん ば いけ いや く 
モ 小 華 。 あの う 、 御社 と の 新 商品 の 販売 契約 の 件 で こ 相談 し た いこ と が あり まし 
て 、 来 適 、 敵視 の 中 村 が そちら へ 伺い た いん で す が 、 ご 都合 の よい 目 時 
を 教え て いた だ け ま せん か 。 
橋口 , そ う で すか 、 少 々 お 待ち くだ さい 。 
待た せい た し まし た 。 え ー と 、 来 適 
水曜 日 の 午後 3 時 以降 な ら 、 空い て い 
ます が 。 
お うし か らい し ゅ うす いよ う び に コ lk 
王 小 華 , で は 、 来 週 水 曜日 の 午後 3 
こと で よろ し いで し ょ うか 。 


堪 


は し ぐち 
回 計 0 SE 2 
華 , ありがとう ござ いま し た 、 和 失礼 いた ニュ 


し ます 。 
. 失礼 し ます 。 


第 4 課 


し ゅ うす いよ 


「 事 の アポ 、 取り まし た 。 Es 午後 3 時 に 面会 と | 


届 生 河 表 2 


波 字 ( 優 名 姜 音 ) 声 洞 同性 週 駐 (中 文 ) 
指示 (し じ )① [名 ・ 他 動 3] 指示 
契約 (けい や く )⑩ [名 ・ 他 動 3] 合同 , 在 釣 


アポ イン ト @⑨② [名 ] 


預 釣 “アポ イン トメ ント "的 筒 
化 午 ) 
弊社 (へ いし ゃ )① [名 ] 項 公 司 、 英 社 

都合 ( つ ご う )⑨⑥ [名 ] 情況 , 理 由 ; 方 便 , 合 所 
日 時 (に ち じ )① 日 期 和 時 同 

少々 (し ょ うし ょ う )① * 呈 一 点 , 少 導 稽 徴 , 策 征 

スケ ジュ ー ル ②③ 時 同 表 , 日 程 表 

以降 (いこ う )① 以 后 , 之 后 


1. Mo の 、 丈山 商事 の 橋口 さん と も う 一 度 打ち 合わ 
せ を し た い 


送 句 活 的 意思 是 " 因 新 導 品 的 征 代 合同 一 事 , 想 再 眼 丸山 商事 的 可 協商 一 下 ”。“ で ” 表 
示 原 因 。“ 件 "的 意思 是 “ 事 情 ”, 在 商 竹 協 合 勾 常 使用 。 
人 倒 の 件 ( 之 前 記 閲 的 那 件 事情 )、 ご 依頼 の 件 ( 判 拓 修 的 那 件 事情 ) の 


OS OO 


2. アポ イン ト 取 っ て くれ る ? 


“アポ ボ ポイ ント" 是 "『 ア ポイ ント メン ト CK(appointment)” 的 筒 化 造 , 意 思 是 “ 預 釣 ”。 更 妨 筒 
単 的 形式 是 " ア ポ ”"" ア ポイ ント "的 后 面 省略 了 表 示 実 鼻 的 助 庁 “を "て ー て くれ る ?" 是 
“と て くれ ませ ん か "的 筒 体形 式 , 遂 井 週 , 表 示 靖 求 意思 是 “ 休 能 希 我 釣 一 下 喝 ?”。 


へ い しゃ な か むら =; \、 百 


3. 来週 、 弊 社 の 中 村 が そちら へ 伺い た いん で す が 、 ご 都合 の よい 日 時 
を 教え て いた だ け ま せん か 
"弊社 " 是 自 層 持 "そちら / 在 謗 名 活 中 昨 対 対 方 公司 視 的 法 。" 都 合 ” 在 送 殺 活 中 是 
作 名 則 , 意 思 玉 “方便 ( 与 )"、* 人 拓司 )"。 “都合 が いい ” 的 意思 是 “ 方 便 ",“ 都 合 が 悪い ” 
的 意思 是 “ 不 方 便 ”。" ご 都合 の よい 日 時 ” 的 意思 基 “ 人 方 便 的 時 周 ”。 
“ こ て い た だ け ま せん か ” 是 “て て も ら え ませ ん か "的 自 沼 表 送 方 式 , 意 思 呈 " 能 耕 表 念 


DCE 


4. 来週 水曜 日 の 午後 3 時 以降 な ら 、 空 いて いま す が 

< 以降 的 意思 是 “ 以 后 ”、 " 之 后 ". 色 合 * 信 …… 之 后 就 一 頁 ……” 的 意思 , 強 週 某 條 時 同 
点 惑 某 條 事件 之 后 的 整 條 填 程 以降 "具有 接尾 週 的 功能 , 一 般 接 在 表示 時 同 的 名 周 
后 面 。 


人 80 年 代 以降 、 申 国 の 経済 は 大 き な 発展 を 遂げ た 。 (1980 年 代 之 后 , 中 国 的 委 沈 取 
得 了 巨 大 的 衣 展 。 ) 
人 次 回 の 展覧 会 は 10 月 以降 に な り ま す 。 ( 下 次 的 展覧 会 是 在 10 月 以 后 了 。) 


来週 水曜 日 の 午後 3 時 と いう こと で よろ し いで し ょ うか 

送 旬 活 的 意思 是 " 下 周三 下 午 3 点 可以 則 ?? “て と いう こと ” 用 手 概 括 前 面 的 具体 内 容 , 
"で "表示 状 恋 。 “が よろしい でしょ うか ” 是 比 ぼ ば いい で し ょ うか ” 更 妨 礼 貌 的 表 送 。 

人 今 の や り 孝 で よろ し いで し ょ うか 。 現在 送 欄 的 箇 法 可以 喝 ?) 

人 来週 金曜 日 午 後 1 時 の 便 で よろ し いで し ょ うか 。 ( 下 周 五 下 午 1 点 的 航 琲 可以 恩 ?) 


1. 写 出 下 列 況 字 的 来 音 
[ 例 ] 入 社 [にゅ うし ぁゃ ] 


①) 心 構え [ ] (2 業界 [ J 
3) 動作 _ [ 」 (④ 商 談 [ 」 
5) 徹底 [ 」 (⑥) 指 す [ 4 
⑦) 同 僚 [ ] ⑧) 情 報 [ ] 
9) 取り 組む [ 」 (10) 恐 れる [ 」 


2. 根 据 東 文 内 容 , 在 括 号 内 填 入 哲 当 的 内 容 。 
新入 社員 は 、 学校 を 卒業 し た (  )(  )( 。) の 人 が ほとん ど で す 。 仕事 や ビジ 

座 久 業 県 《 )C )C )c ) 右 も 左 も 分 か ら な い 、 taa。。 才 。 ) 
「 社 会 人 初心 者 」 な の で す 。 新入 社員 と し て の 意識 や 心構え を 高く 持つ wm ) 


NG 2 入社 後 の 働 き は 大 きく 変化 する で し ょ う 。 以下 は 、 新 入社 員 が 心 
構え て お か な けれ ば な ら な い (  )〈  )(  ) な 項目 で す 。 


3. 全 照 例 名 , 完 成 或 政 写 名 子 。 
[ 例 1] 王 さ ん は 大 学 を 率 業 し た 一 主 さ ん は 大 学 を 卒業 し た ば か り だ 。 
Q) 部 長 は 会 議 室 か ら 出 て きた 
(②) 今 、 ち ょ うど 夕食 を 食べ 終わ っ た 
(3) 先 適 、 こ ちら に 引っ 越し て きた 
(④① 昨 日 買っ た 携帯 電話 を な くし て し まっ た 
(5) 先 月 入社 し た 鈴木 さん は まだ 仕事 に 慣れ て いな い 
[ 例 2] ここ 数 年 、 物価 は 上 が っ て いる つ ここ 数 年 、 物価 は 上 が る ば か り だ 。 
Q①) 近 年 、 就 職 状 況 は 厳し く な る 
(②) 高 校 に 入っ て カ ら 和 宿題 は 増え て いる 
HON 人 染 が 進ん で いる 
(④ お じい さん の 病気 1 + 無 く な っ て いる 


ざん ぎょ 


(5⑤) 都 暑 が 変わ っ て 残 が 多く な る 


Oe OS 


[「 例 3] お 客 さ ん / 和 敬語 を 使わ な けれ ば な ら な い つ 
お 客 さん に 対し て 敬語 を 使わ な けれ ば な ら な い 。 
1) 目 上 の 人 / 和 失礼 な こと を 言っ て は いけ な い 
の 天 学生 / 茂 職 の 指導 を 行う 
3) お客 さん の 質問 / 丁 寧 に 稚 え る 
(④ 今 の 仕事 / 何 の 不満 も 持っ て いな い 
5) これから の 生活 / 不 安 を 感じ る 
「 例 4] も っ と まじ め に 勉強 し て くだ さい っ も っ と まじ め に 勉強 する こと だ 。 
①) 危 な い 所 に は 近づか な いで く だ さい 
2) 早く 病気 を 治し た けれ ば 、 手術 を し た ほう が いい 
(3 痩せ た いな ら 、 毎 日 運動 し た と ほう が いい 
(4④) ど ん な に 辛く て も 最後 まで あき ら め な いで くだ さい 
(5) 人 に 信用 され た い の な ら 、 う そ を つか な いで くだ さい 


[ 例 5] お 酒 を 飲ん で 車 を 運転 する と 、 事故 を 起こ すか も し れ な い つ 
お 酒 を 飲ん で 車 を 運転 する と 、 事故 を 起こ し か ね な い 。 
①) 彼 の 性 格 か ら 考え る と 、 そ ん な こと も や る か も し れ な い 

まい に ち お そ ぎん ぎょ う つづ か ら だ トキ と 】 

(②) 毎 日 遅く まで 残業 を 続け る と 、 体 を 壊す か も し れ な い 
(3) こ の まま 大 雨 が 降り 続く と 、 洪 水 に な る か も し れ な い 
(④) 田 中 さん な ら 約 束 を し て いて も 忘れ る か も し れ な い 
(5) すぐ 解決 し な いと 、 大 問題 に な る か も し れ な い 


[ 例 6] 人 生 / 仕 事 は 大 切な 一 部 だ つ 
人 生 に お SVN て 、 仕事 は 大 切な 一 - 部 だ 。 
)20 世 紀 / 科 学 は 大 き く 進歩 らら た 
そつ ぎょ うし き が っ こう た いい く か ん お こ な 
(②) 卒 業 式 は 学校 の 体育 館 / 行 われ た 
(3) 日 本 語 の 勉 強 / 敬 語 の 使い 方 は と て も 難 し い 
(4) 食 生活 / 大 事 な の は 食べ 物 の バラ ルン 8 


は っ けん し 


(5 今回 の 発見 は 歴史 の 研 完 / 大 き な 意義 が ある 


いち 


一 度 打 ち 合わ ちせ を し た いん で 、 ア ポイ 


の [ 例 7] A: 王 さ ん 、 刀 山 商 事 の 橋口 さん と も う 


ント 取っ て くれ る ? 
は い 、 わ か り ま し た 。 
の の 人 科 の スケジュール を 著 え て くれ る 


ちょ う さ 


(の 今回 の 市場 調査 の 結果 を ま と め て くれ る 
③ 今 すぐ ュ ピ ー を 取っ て くれ る 


(の ゎ こ ちら の 資料 を 入力 し て くれ る 


し ん し 


(5) 新 商品 の パンフ レッ ト を S 社 に 送っ て くれ る 


いし ゅ う び 


「 例 8] 来週 の 水曜 日 、 午後 3 時 に 面会 と いう こと に な り ま し た 。 
1) 土 曜日 の 午前 8 時 に 全員 集合 
⑫ 新 商品 は 来 月 か ら 発売 開 
(3) 串 村 さん は 4 月 1 日 か ら 海外 


は ん ば い 京 ぜん いん き か く か い ぎ 


〈④ 月 日 10 時 、 ON 行 う 


き 学 c 


いで ん きん 


ズ 同 の さん か 
(5 部 内 で 検討 し た 結果 、 示 会 に は 参加 し な い 


| 社 充 単 計 表 


況 字 ( 優 名 簡 音 ) 声 週 i 週 駐 (中 文 ) 

経 松 的 , 系 服 的 ; 活 裕 的 ; 容 易 的 , 
簡単 的 

怖い (こわ い )② ジ | 可 恒 的, 信人 害 司 的 
孫 ( ま ご )② 下 子 

甘い (あま い )⑨②⑨ [ イ 形 重 的 不 孝 格 的 , 露 松 的 
売上 げ ( う りあ げ )⑥ 策 僅 額 , 菅 普 額 

伸び る (の び ぴる)⑨② 伸長 伸展: 延 氏 増加 , 展 
人 件 費 ( じ ん けん ひ )⑨ 人 事 費 用 , 人 員弁 支 

ガイ ド ① 9 号 洛 , 向 号 , 指 南 

酢 ( す )① [名 ] 醒 

割合 (わり あい )⑨⑩ 比例 

旅先 (た びさ き )⑩ 旅 途 : 旅 行 目的 地 


楽 ( ら く )② 


OS OO ら 


況 字 ( 侵 名 科 音 ) 


声 油 


不在 (を ざい )① 


週 叉 (中 文 ) 


不在 不在 家 


( 猿 表 ) 


オリ ン ピ ッ ク ④③ 


奥 林 匹 克 返 効 会 


医療 保険 制度 (いい りょう ほけ ん せ 


い ど )⑦ 


医 痢 保 陰 制 度 


食 生 活 ( し ょ くせ いか つ )③ 


人 誰 食 生活 


バラ ンス ⑩) 


平衡 均衡 


まっ た く ①⑩ 


[ 副 」 


完全 全然: 笑 在 , 筒 証 


管理 (か ん り )① 


' 攻 


[名 ・ 他 動 3] 


| 管理 


教育 (きょう いく )⑩⑥ 


[名 ・ 他 動 3] 


教育 , 教 号 


分 析 ( な ん せき )⑩ 


[名 ・ 他 動 3] 


分 析 , 剖 析 


開発 (か い は つ )① 


[名 ・ 他 動 3] 


井 交 . 研 制 ; 井 旦 


納期 (の うき )① 


[名 ] 


交 貸 期 


遂げ る (と げ る )①② 


[ 他 動 2] 


完成 , 送 到 , 突 現 


便 ( び ん )① 
近年 (きん ね ん )① 


[名 ] 


訪 寄 , 作 吉 : 班 次 , 班 机 


[名 ] 


近年 , 近 人 年 


進む (すす お む )⑨⑩ 


[自動 1] 


前 逃 , 光 展 ; 逃 歩 , 先 光 


目 上 ( め う え )⑩ 


[名 ] 


年 貞 、 地 位 、 等 銀 比 自己 高 ( 的 


人 ) 


治す (な お す )② 


[ 他 動 1] 


治 , 治 聞 , 医 治 


信用 (し ん よう )①⑩ 
労 そ を つぐ 


| [名 ・ 他 動 3] 


相 信 , 信 任 : 信 用 


撤 流 , 喘 人 


進歩 (し ん ぽ )① 


入力 (に ゅ うり ょ く )⑥① 


[名 ・ 自 動 3] 


電 歩 


[名 ・ 他 動 3] 


物 入 


